
MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.4 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2012.413 12

専門の消費生活相談員による「消費生活相談窓口」を開設します
４月19日から毎週木曜日に

問 総合政策課　総合政策係　☎（232）2112

　悪質商法による被害、契約トラブル、多重債務問題
などの消費生活全般に関する相談は、県と町に寄せら
れた相談件数を合わせると、年間250件を超えていま
す。そこで、これまで以上に相談対応を充実させ、よ
り迅速な対応ができるように、専門の相談員による
「消費生活相談窓口」を開設します。
　訪問販売や架空請求などで生じたトラブル、商品の
品質・サービスや敷金返還などについての相談に消費
生活専門相談員が応じます。相談は無料です。
　相談にお越しの際は、契約書や関係資料をご持参く
ださい。秘密やプライバシーは厳守します。

消費
生活

商品の購入やサービスの利用などの消費生活に関わる相談件数の増加に伴い、
専門の相談員による「消費生活相談窓口」を開設します。

■相談日
　４月19日（木）～平成25年３月21日（木）
　毎週木曜日　午前10時～午後４時
　（５月の第１木曜日は祝日のため、５月２日（水）
に行います。日程は、「広報きくよう」の末尾に
掲載してあるカレンダーでご確認ください。）

※木曜日以外の開庁日には、職員が相談を受け付け
ます。
■場　所　相談室（役場１階）
■電　話　☎（232）2112
相談員への直通の電話ではありません。
総合政策課で電話を受けた後、相談員につなぎま
す。

専門家による消費生活相談窓口

■相談日　月曜日～金曜日
　　　　　（祝日、年末年始は除く）
　　　　　午前９時～午後５時
■場　所　熊本県庁新館４階
■電　話　☎（383）0999

熊本県消費生活センター 消費者ホットライン
■電　話　☎ 0570-064-370
　　　　 （ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ　守ろうよ、みんなを）
平日は熊本県消費生活センターに、土日祝日など
町や県センターの閉所日には、国民生活センター
へつながります。

　「エステを無料で体験しませんか」
と声を掛けられ、簡単な体験の後に高価な
化粧品セットを勧められた。一度は断ったが、
複数の販売員に「分割払いでもいい」と説得
　され、断り切れずに契約してしまった。

台所用品や洗剤などが次々と無料で　
配られていく雰囲気にのまれ、「最後の目玉
商品」と紹介された高額な健康機器を勢いで
契約してしまった。冷静になって考えると
あまり必要のないものだった。　　
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付
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仮
設
住
宅
入
居
に
当

選
さ
れ
た
応
募
者
へ
の
連
絡
業
務
に
も
従

事
し
ま
し
た
。
罹
災
・
被
災
証
明
書
に
関

し
て
は
６
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さ
れ
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追
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。

　

被
災
地
支
援
の
最
終
日
に
市
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か
ら

「
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援
へ
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恩
返
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復
興
す
る
こ
と
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と
お
礼
の
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葉
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ま
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域
で
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表
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を
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頭
に
協
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し
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に
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治
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と
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復
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。
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建
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と
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っ
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ら
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が
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が

り
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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っ
た
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な
強
さ
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よ
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層
深
め
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

７月１日から12日まで
の12日間、東松島市で
罹災・被災証明書の発行
や土のう袋申請受付業務
などに携わる

借
金
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題
は
必
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解
決
で
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ま
す
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困
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４
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熊
本
法
律
相
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セ
ン
タ
ー（
熊

本
市
水
道
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１
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号
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ビ
ル
３
階
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す
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の
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前
９
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〜
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後
５
時
の
間
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予
約
し
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く
だ
さ
い
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は
関
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を
お
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ち
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だ
さ
い
。
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く
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■
場
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熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本

市
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
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■
相
談
方
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予
約
不
要
で
す
。
電
話
ま
た
は
面
談
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相
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を
受
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付
け
ま
す
。
ご
要
望
に
応
じ

た
司
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も
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介
で
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ま
す
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０
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相談

■相談方法
電話相談・面談相談どちらもできます。面談を希
望する場合は、事前にお電話ください。相談時には、
契約書や関係資料などを準備してください。

東日本大震災の被災地
へ支援を行うため、熊
本県と市町村は合同で
宮城県東松島市に人的
支援を行っています。
町からは、これまで９
人が被災地の支援活動
に従事しました。


